平成２０年度　第５回みえ若者就労支援ネットワーク会議　アンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2009.3.2

1． 今年度の事業全体をふり返り、忌憚のないご意見をお聞かせ下さい

（1） 参加してよかったと思われること、成果として感じられたことなどをお

　　　　書きください。

· 他の支援機関、団体等の事業内容を具体的に知ることができた。

· 参加者の顔が見えた。人柄にも触れられた。

· 個々を知れた。

· 成果としては、顔の見える環境作りができた。また、様々な機関のことなどを詳しく知ることができた。

· それぞれの地区や機関での活動がわかりやすく説明され、色々と参考にさせて頂くことができた。

· 活動内容がわかった。

· それぞれの組織の方のお顔を拝見することができ、どういった支援を行っているのかがわかり参考になった。

· 顔の見える関係ができた。また他の施設や機関をよく知ることができた。

· 各団体の活動の様子が具体的にわかり、連帯がしやすくなったと思います。

· 地区や機関の様子が具体的にわかり連帯しやすくなった。

· 新しく事業担当となったので、それぞれの機関がどんなことをやっているかわかった。

· 顔と顔の見えるつながりができた。

· 伊賀市社会福祉協議会の地域若者サポートステーション事業応募につながった。

· 参加してよかったのは、様々な団体、組織の人たちとの交流、サポートステーション拡充や親向けセミナーの集客が上がっているのが成果だと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　

· 親向けセミナー、ネットワーク会議を通じて、仕事をしていない若者だけが悪いのではない、と感じました。

· このネットワークを通じて発達障害の人たちで実際に支援している人の現状がつかめることがたびたびありました。その事は引き続き支援につなげる意味がありました。

· いろいろな団体の活動を知ることができた。

· 県内にネットワークがあることは非常に良いです。（伊賀や津や伊勢に相談に行く人がいるため）

· 各支援機関の方と顔見知りになれたこと→連絡しやすい

· 県内ネットワークがあること（地元以外でも相談可能）

· 相談できる関係ができた。

· 県内の成功事例を情報共有できた。→知的障害者の雇用例が良い

· 県内の良い成功事例を基に、深く考えることができた。

· 顔と名前が一致して相談できるつながりができた。

· ネットワーク会議のメンバー（関係機関、団体）のプロフィール紹介、及びグループ討議ができたことは、そのメンバーを理解し、関係を深めることができた。

· ニート、引きこもりの人たちの多くが、なんらかの障害を抱えているということは事実ですが、私たちが取り組むべきは障害者支援ではない、ということが前回のグループで確認されたことがよかった。全体で共有できれば良い

· 事例発表を伺うことで、それぞれの方が具体的にどのようなことをされているのか、理解が深まった。

· 情報共有がしやすくなった。

· 団体の活動状況を具体的に聞く関係を深めてこれた

· 参加して良かったと思うのは、様々な団体・組織の人たちと交流が持てること。成果は講座への参加者の増加

（2） 気になったこと、疑問点、苦言、今後への課題など、どんなことでもお　

　　　　書きください。

· 市町の担当者の参加を進めること

· 成果が見えづらいという側面はあるが、成果「物」を生み出すことが目的の会議ではないと思う。

· 毎年毎年何をやっているのか、何が目的なのか、よくわからない。その場限り（２、３回）で話し合った事が消えて行く、流れて行くような感じがしている。

· 開始時間を早めることはできないのか（時間的に余裕がない）

· 実際に市民と接している市町にどのように広めて行くのかが疑問

· 第三者的な話として抽象論的であった。具体例や現場の課題などつっ込んだ話をするべきでは

· 個々に具体的なニート等の解決のイメージがないこと

· 保護者へのアプローチが弱い。親の会など

· 雇用、意識づけを含めて市民と向き合っている市町の関係者の参加もいるのでは？

· 毎回終了時間が遅れること

· このネットワーク会議の若者の支援対象者がよくわからない時があった。

· 地域ごとのネットワークができていない

· あとは、それぞれの地域でのネットワークを作ってくだされば、よりこのネットワークが活きる

· 事業や活動として具体的にできなかった

· 形式的な所が多く、形だけになってしまった時は行き先を見失いそうでした。

· 現場レベルでの話ができていない。

· 求めている情報、発信する情報が違う

· ネットワーク会議に若者を呼ぶことはできないのでしょうか？

· 定期的な会議の開催が滞ったのが残念です。

· 当事者の様子が見えないところ

· 「ニート」の多様性が整理しきれてないといけない、というところ

· 責任の一端はあるかもしれませんが。運営委員会の開催やアンケートの実施等ネットワーク構成員の意見をもっと汲み取って運営すれば良かった。

· メールでの連絡が多かったため、意思疎通に時間を要した。メールを用いるのは情報提供程度にとどめて、相談は直接会うか電話で行うべき。思うように連絡がとれず、開催時期に空白が生じた。

· 年度当初は３０カ所くらいいろんな人、団体が参加していたのに参加者、団体が減ってきていること

· できればある程度のスケジュールが決まっていると嬉しい

· 前年度のネットワーク会議の内容が活きていない

· 次のステップへの課題。仕組み作り。広いビジョン→具体性

· ネットワークが大きいのは良いことであるとは思う反面、広く浅く的なつながりになっていないか？まだまだわからないことが多い。もっと深く関われたらいかも。他の施設見学なんかもいきたい。どれだけの人がネットワークを利用するのか？

· 前年度の内容が翌年度に反映されていない

· 今後ネットワークをどうしていくかが課題。幹事会と分科会、行政と民間とかに分けて考えてみる必要があるように思う。

· 就労が目的ではないのだが・・・

· その人にあった自立の方法

· 突っ込んだ議論ができていなかった。各支援団体等の個別事例の報告が発表されれば良かったのではないか。それにより、各支援者により具体的に支援をつなぐことのイメージ化ができたのではないかと思う。

· 寺子屋プロジェクトの状況は良く見えていないので何とも言えないが、会議運営が滞りがちだったので、当初予定していた団体の紹介も中途半端な形になったような気がする。
（3） 問題解決へのヒントや参考にすべき連帯、恊働の事例がありましたら教　

　　　　えてください。

· 北海道美瑛町にある大雪青年の家（（独）国立少年教育振興機構）で行われている就労体験事業であるゆーすぴあ“職”セミナーの実施がネットワークを具体的に繋いでいく参考になると思われる。

· 本人まかせにせず、ある程度橋渡しをするジョブコーチマッチング

· 静岡NPOリベラヒューマンサポート

· 就労体験のプログラムにおいては、他機関との連携により、個々への対応がスムーズに行えたと思う。

· 学校キャリア教室のあり方

· 学校でのキャリア教育のあり方を見直してみる必要あり？？

· NPO世田谷精神障害者就労援助　NPO神奈川、雇用部会　障害者の就労援助

· 学童保育所との連帯。（人材不足に悩む学童保育所とそこでの就労体験希望者とを結びつける取り組み）

· 特にはありません

· 支援者の事例を通じて連携した団体・個人とは実際的なネットワークができました。

· 多様なメンバーで現場レベルでの話をする．

· 三重大学で学生主体のキャリアセミナーを行った。

· おしごと広場などの方にも来てもらった。

· 地域の中に若者を支援している人たちがまだまだいるはず！！その人たちとの連携を

· バンド活動や、タロットセラピーなど

· 地域で若者支援をしている方との連動

· 顔の見える活動

· 足を運ぶ必要性

· 情報共有

· 就労支援の統一

· 一人で抱え込まない事

· サポステや自立支援センター、おしごと広場などの現場で新たにわかってきた課題の共有とその対策の検討

· 伊賀社協の発表のような事例が他県にどのくらいあるのか知りたい。知的障害のある方と手帳をとって作業所まで行くまで１５ヶ月かかった。５１日のカウンセリングなど時間がかかる。

· 保健所、市、障害福祉課との連携・恊働

· 伊勢や伊賀の取り組みを深堀してみてはどうか？

· 大阪府のジョブカフェでフリーター向けに中小企業関係者が熱く語るという取り組みがあった。

· 現時点では特に思い当たることはありません。

　　　　　　　　　　　

2． 次年度以降のこのネットワークの将来、進むべき連帯・恊働の事例がありま　　したら教えて下さい。

（１）このネットワークはこれから何を目指すべきだと思いますか？

· 県内各地域におけるネットワーク作りのサポート

· 市町、NPO企業、経済団体等、様々な方と交流できること

· 行政でなく、組織でなく、個人で参加したいな、とも思う。

· NPOも中間支援以外の方の参加があれば

· 経済団体としては、中小企業関係や同業者組合等の人材不足の企業で若者ががんばっているところ

· 医療、福祉、就労支援の各機関へ上手くつなぐノウハウ共有

· 多様な参加とネットワーク、民間の方、個人事業

· 様々な資源を持った、多様主体の参加とネットワークの拡充（民間の事業者、個人等）

· 若年者の包括的な支援（反社会的な若者を含む）

· 地域での相談業務が充実していくための支援。事例とともにどんな支援ができるか

· 情報の共有まではできているので、その後のプロセスにつなぐべき。

· 発想の転換（景気の悪化にともなう戦略の転換）

· それぞれの地域で相談支援システムを作ることの支援と、情報共有

· 支援対象者のための支援がしやすい環境について考えること

· その子にあった支援プログラムが作られること

· みのがさない、みすごさない、社会とか

· 若年無業者や保護へ支援機関の存在を知ってもらうための広報・啓発取組方法の検討

· 若年無業者が社会経験を積む為の場を開拓していくための取組の検討

· もう少し狭い地域のネットワーク作り（サポステ及びサポステに手をあげているところが中心となって、それぞれの地域に応じたメンバー集めが必要ではないでしょうか）

· 企業改革

· 市町を引き込む

· 企業、福祉、医療、市町（行政）などの連携

· ネットワークが増え、市町に分割できたらいい（できるくらいまでメンバーを増やす）

· ビジョン作りと仕組み作り

· 顔を知っているという段階から実際にネットワークを利用していくこと

· 地域単位での支援体制の確立

· 確立した後ではアドバイザー的サポートシステム

· 「ニート」の多様性と「就労」の多様性

· ネットワークをさらに広げ、深める事

· 地域へ分割できる程度までメンバーを増やすこと

· 対応が個々の機関、団体などでは難しい支援ケースについての支援連携

· 個別のケースについて具体的支援を考え、実行していく

· うまくいった事例、いかなかった事例の発表、研究、検討

· 地域ごとのサポート体制の確立と周辺への理解の促進

（2） ネットワークではどんなことに取り組んでいく必要があると思われますか？

· 出張相談、メンバー、NPOの相談

· 各事業を恊働で行いながら、事業に参加していただく支援関係者をネットワークに取り込んで行く

· 市町との連帯を深めた上での地元事業所との連帯も必要ではないか

· 当事者の存在を一般に啓発する事

· 一人の支援対象者に数多くの機関・団体が接していくこと

· 成功事例などの情報共有

· 広い視野に立った部会と支援対象者への直接支援に関する部会に分けるなど、組織の見直し

· 市町・地元事業所との連携を作る

· 若年無業者や保護へ支援機関の存在を知ってもらうための広報・啓発取組方法の検討

· 若年無業者が社会経験を積む為の場を開拓していくための取組の検討

· 専門分野と全体を考える会を分けて、より県全体としての目指すべき姿を見出す活動と、個別ケースに対応できる仕組み作りの２つ

· それぞれの地域で相談支援システムを作ることの支援と、情報共有

· 毎年のイベントは行うべき

· ネットワークとしての主張、提言をアピール

· 企業へのアプローチ

· 調査、事例研究

· 事例をもとにして、支援方法のあり方を学ぶ

· 現場を見てみる（ネットワーク内外の施設見学）

· 個々の課題をある程度、集約したテーマについての研究

· 他県の事例をとり上げて世間へ提言すべきでは

· 相談から自立への行動

· 進む方向ばかりではなく、３年で何がかわったか、総括をすべき

· 啓発広報活動マスコミに載せる

· 県内各地域で形成されるネットワークとの情報共有

· 広報や啓発、マスコミへの訴えかけ

· 行政（市町）への参加の呼びかけ

· 当時者への理解促進の為のツール作り

（3） ネットワークとして対外的に働きかけて行くべき対象、または新たに参加を求めていくべき機関・団体がありましたら具体名を教えてください。

３−１働きかけていく対象

· 各市町の担当者

· 県内の市町。県外の先進事例

· 事業主、社協

· 事業主、民生自動委員など

· 地域で若者をサポートしてくれる方

· 企業

· 地域で若者をサポートしてくれている人たち

· 働きかけていく対象（医師会や看護師会、企業やその関連団体、民生委員）

· 親、企業、企業（スキマ部分をになう仕事）

· 福祉課

· 学童保育所、社会経験を積ませてくれる主体

· 企業団体（ロータリークラブ、ライオンズクラブ、商工会議所青年部

· ひきこもっていらっしゃる方、フリースクールなど

· 医師会、商工関係、看護師会

· 自治体、企業

· 市町

· 北勢地域の福祉関係者、企業

· 中小企業同好会のアプローチ／ローワリークラブの参加者などの具体的展開

· 中小企業、個人事業主等

３−２参加を求めていく団体

· 就労体験先のリストの中の企業へのアプローチ、ジョブコーチサポート体制

· 四日市社会福祉協議会

· 市町担当者

· もっとアクティビティーな動き

· 教育委員会．中小企業、個人事業主

· 企業

· 企業関係の団体、ハローワーク、障害者職業センターなど

· 労働行政

· 市町、社会福祉協議会

· 県内の市町、企業関連団体

· 地域で若者をサポートしてくれている人たち

· ハローワーク、各市町

· 中小企業同好会、各市町社協、雇用関係団体

· 中小企業同好会

· 市町の担当者、中小企業の人、NPO、ボランティア団体

· 教育委員会・自治会など

3． このネットワークのメンバーとして、ご自身が担いたいと思っておられる役割や、今後このネットワーウ会議でやってみたいことがあればお書きください。

· 会議運営のサポート

· 毎年メンバーが変わったり、年度初めに会議実施の間隔が空くので、もっと継続的な活動を

· 可能であれば就労支援、社会支援などでの団体を掘り起こしたい

· 研究成果の発表、イベント、話題性、マスコミに取り上げられること

· 県民への啓発のイベント

· 上記のことができれば、まず上記のことをする（支援方法のあり方を学ぶ）

· 調査データの分析

· 支援モデルの検討

· 上記のことをまずできれば（それぞれの地域で相談支援システムを作ることへの支援と、情報共有）

· いせ若者就業サポートステーションによる支援対象者の直接的支援からの情報提供

· 恊働での成功事例の共有

· 地域若者サポートステーション同士の事業実績報告、取組紹介

· 求めるものが組織によって異なる。セミナー参加者の傾向、地域性、アンケートだけではわからないこと

· 企業へのアプローチの強化

· 地域支援の確立とその手法論の模索

· 当事者の存在をPRするフリーペーパー（あくまでも生き方のスタイルとして）

· もし、ボランティアとしての社会参加をのぞむならば、就労にサポーターがいるようにボランティア活動のサポーターがいるのかもしれません。ただ、自己実現に走ってしまいがちなボランティアではなく、相手にも自分にもゆるくあれる人材が必要なのかもしれません。

· 講演会、セミナー

· 出張相談、NPOの相談

· フリーペーパーの発行

